
たのしいな！どろん
こあそび

7
2019
No.966

広報りっとう

今月の主な内容
・みんなのちからでつくる元気都市栗東
・７月１日から「栗東地域包括支援センター」、
　「栗東西地域包括支援センター」を開設
・後期高齢者医療制度のお知らせ
・平成30年度下半期予算執行状況

　６月６日、園庭でどろんこ遊びをする葉山東幼児園の2歳児・３
歳児の子どもたち。裸足で砂場に入って、手や足で感触を確かめな
がら、お山を作ったり、トンネルを掘ったりしてお友だちや先生た
ちと楽しい時間を過ごしました。
　暑い中、水しぶきが気持ちよく、「わぁ！つめた～い！」とうれ
しそうな子どもたちの姿がありました。
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元気都市栗東

　元気創造まちづくり事業助成を受けて３年
目。新たに新会員・準会員として加わった 23
人と共に、観光ガイドのほか、地域の伝統行事
やふるさとの祭りの取材など、和気あいあいと
活動しています。
　平成 30 年度には市内小中学校や高校の美術
部の皆さんに祭りの風景やポスターを描いても
らうなど、活動の輪を広げています。今年度も

「湖南アルプス三山ハイキング」、「郷土の伝統
祭り観光ガイド」、「りっとう
あいうえおカルタ」、「栗東歴
史ガイド冊子の作成」など魅
力満載の活動を展開します。

　中学校卒業や、高校中退を機に、社会とのつ
ながりを失った子どもたちは、自立への歩みを
止めてしまうことも少なくありません。
　こども立ち寄りステーション「ふらっと」は、
その名のとおり、ふらっと気軽に立ち寄ること
ができる「止まり木」のような第三の居場所で
す。子どもたちとゲームをしたり、おしゃべり
をしたり、学習のお手伝いをしたり。人につな
がる、思いにつながる、先につながる。子ども
たちが輝き続けられ
るよう、サポートし
ます。

栗東市ボランティア観光ガイド
育成事業　
（実施団体：栗東市ボランティア観光ガイド協会）

こども立ち寄りステーション
「ふらっと」
（実施団体：ふらっと Ritto）

ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

～
元
気
創
造

　
　
ま
ち
づ
く
り
事
業
～

　

市
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
、
市
内

を
拠
点
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市

民
活
動
団
体
（
自
発
的
で
公
益
的
な
活

動
を
行
う
団
体
）
を
「
元
気
都
市
栗
東
」

を
共
に
築
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置

づ
け
、
助
成
金
の
交
付
や
広
報
、
サ
ポ

ー
ト
講
座
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

元
気
創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成

は
、
市
民
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る
き

っ
か
け
づ
く
り
や
、
自
立
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
、
団
体
の
自
立
化

と
活
発
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
実
施
の
事

業
は
、
昨
年
７
月
～
８
月
に
募
集
し
ま

し
た
。
書
類
審
査
と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
４
団
体
の
活
動
が

採
択
さ
れ
、取
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

■
協
働
事
業
提
案
制
度
と
は
？

　

協
働
事
業
提
案
制
度
と
は
、
地
域
が
抱

え
る
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
、
市
民
活
動

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
と
市
が

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
お
互
い
の
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
共
に
力
を
合
わ
せ
て

課
題
の
解
決
を
目
指
す
取
組
み
で
す
。

　

協
働
事
業
提
案
制
度
に
は
、
提
案
団
体

が
自
由
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
提
案
す
る

「
自
由
テ
ー
マ
型
」
と
、
提
案
団
体
が
市

の
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
提
案
す
る

事
業
「
テ
ー
マ
設
定
型
」
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て

　
ま
ち
を
元
気
に

～
協
働
事
業
提
案
制
度
～

▲昨年度の実施団体の展示「くりちゃん絵手紙」

▲昨年度の成果報告会
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元気創造まちづくり事業 協働事業提案制度
助成金額 20 万円まで 100 万円まで
助成率 総事業費の４分の３以内

募集期間 令和元年７月８日㈪～８月 16 日㈮ 
※募集要項は、市ホームページに掲載します

助成対象期間
令和２年 4 月 1 日～令和３年３月 31 日
※１事業につき最長３年まで継続助成を受けることができます
（毎年審査あり）。

審査方法 書類審査、公開プレゼンテーシ
ョンにより決定

書類審査、協働担当課へのヒア
リング、公開プレゼンテーショ
ンにより決定

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で

ま
ち
を
元
気
に
！

　

令
和
２
年
度
「
元
気
創
造
ま
ち
づ
く

り
事
業
」「
協
働
事
業
提
案
制
度
」
実

施
団
体
募
集
！

　
「
栗
東
を
も
っ
と
元
気
に
、
よ
り
よ

い
ま
ち
に
…
」
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
素
敵

な
思
い
を
提
案
・
実
現
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
７
月
10
・
15
日
に
募
集
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
「
元
気
創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

「
協
働
事
業
提
案
制
度
」募
集
説
明
会

実
施
団
体
募
集
に
あ
た
り
、
制
度
の

仕
組
み
や
申
請
書
の
書
き
方
、
申
請
の

流
れ
や
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。応
募
を
検
討
し
て
い
る
人
、

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
…
７
月
10
日
㈬

 

19
時
～
20
時
30
分

　

場
所
…
市
役
所
２
階
第
４・
５
会
議
室

●
日
時
…
７
月
15
日
㈷

 

10
時
～
11
時
30
分

　

場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
宝
東
小
会
議
室

みんなのちからでつくる

　災害は忘れた頃にやってくるという言葉が
ありますが、近年は忘れる間もなく災害が発
生しています。琵琶湖西岸断層帯地震や南海
トラフ地震の切迫性、気候変動の影響による
水害リスクも高まり、まさに災害の時代に突
入したと言っても過言ではありません。
　栗東市防災会では、災害に備え、迅速に対
応できるよう、研修会、講習会を実施し、個々
のスキルを高めます。また、地域での研修会
やイベントでの
活動支援を行い、
地域住民の防災
力を高めていき
ます。

　栗東市の名産品といえば無花果（いちじく）。
その「いちじく」を PR するため、音楽とオリ
ジナルストーリーによるコラボイベントを開催
します。2017 年はフリードリヒ大王とバッハ、
2018 年はモーツァルトと続いたコンサート。
2019 年はどの作曲家が登場するのでしょうか。

コンサート以外にもいちじくを使ったスイー
ツを味わえるなど、楽しいイベントが盛りだく
さん！元気創造まちづくり事業助成を受け、さ
らなる飛躍を目
指します。

りっとう無花果コンサート2019
（実施団体：栗東いちじく生産組合）

栗東市防災会スキルアップ研修
（実施団体：栗東市防災会）

問
自
治
振
興
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
係

☎
551-

０
２
９
０

ＦＡＸ
551-

０
４
３
２
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７月１日から「栗東地域包括支援センター」、
「栗東西地域包括支援センター」を開設

栗東地域包括支援センター
　安養寺 190 なごやかセンター内
　☎ 558-6979　ＦＡＸ 558-8736

栗東中学校区（治田・治田東・金勝小学校区にお住まいの人）

栗東西地域包括支援センター　
　小柿一丁目 10-10　ゆうあいの家内　
　☎ 584-4121　ＦＡＸ 584-4128

栗東西中学校区（治田西・大宝・大宝西・大宝東小学校区にお住まいの人）

葉山地域包括支援センター
　出庭 697‐1 特別養護老人ホーム淡海荘内
　☎ 552-5280　ＦＡＸ 551-2323

葉山中学校区（葉山・葉山東小学校区にお住まいの人）

　地域包括支援センターは、高齢者が住み慣れた地域で、安心してその人らしい生活が継続できるよう
に、介護や福祉など、さまざまな面から総合的に支えるためのお手伝いをさせていただく身近な相談窓
口です。7 月 1 日からなごやかセンター内に栗東地域包括支援センターを、ゆうあいの家内に栗東西地
域包括支援センターを開設します。平成 28 年に設置しました葉山地域包括支援センターと合わせて、
中学校区毎に地域包括支援センターを設置することになりました。
　各地域包括支援センターともに、主任介護支援専門員・社会福祉士・保健師、各専門職が力を合わせ
て相談業務などに取り組んでいきます。どうぞお気軽にご利用、ご相談ください。

 

葉山川 

治田西 
小学校 

 

中沢 

小柿 国道小柿 

 

  

 

大津・能登川・長浜線 

栗東西地域包括支援センター 

（ゆうあいの家内） 

治田西 
スポーツ 
センター 

治田西保育園 

治田西幼児園 

至 苅原 

至 草津 

 

  
済生会 
病院 

道の駅 

看護専門学校 
やすらぎの家 

宅屋 

国道８号線 

至近江八幡 

至琵琶湖 

至湖南・甲賀 

済生会病院前 

片

岡

・

栗

東

線 

 
栗東農協前 

至 手原駅 

 名神高速道路 

栗東 
市役所 

銀行 

図書館 

郵便局 

自然観察 
の森 

治田東 
小学校 

  

コミュニティ

センター治田東 

栗東地域包括支援センター 

（なごやかセンター内） 

図書館前 
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■
ゆ
め
の
く
に
（
図
書
コ
ー
ナ
ー
）

　

絵
本
・
読
み
物
な
ど
、
図
書
を
と
お
し

て
子
ど
も
同
士
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
ま
す
。本
の
貸
出
も
し
て
い
ま
す
。

■
交
流
施
設

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
教
養
娯
楽

室
（
和
室
の
大
広
間
、
囲
碁
、
将
棋

が
利
用
で
き
ま
す
）

■
い
き
い
き
ル
ー
ム

　

介
護
予
防
を
目
的
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
（
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
）

　

浴
室
（
有
料
）、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、

巡
回
バ
ス

●
開
館
時
間　

　

火
曜
日
～
土
曜
日
…
８
時
30
分
～
19
時

　

日
曜
日
…
10
時
～
18
時
30
分　
　

●
休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日
、
月
曜
日

と
祝
日
が
重
な
る
と
き
の
翌
日
、
年

末
年
始

●
利
用
時
間　

◦
貸
館
：
9
時
～
22
時

◦
ゆ
め
の
く
に
：

　

火
曜
日
～
土
曜
日
…
10
時
30
分
～
19
時

　

日
曜
日
…
10
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
浴
室
：

　

火
曜
日
～
土
曜
日
…
12
時
30
分
～
16
時
30
分　

　

日
曜
日
…
10
時
30
分
～
16
時
30
分

ひだまりの家は 7 月 23 日で
開館 15 周年！

ひだまりの家は、部落差別をはじめとするあらゆる差別
をなくすための施設です。一人ひとりの人権を大切にす
る社会の実現にむけた取り組みをしています

問
ひ
だ
ま
り
の
家

　

☎
552-

１
０
０
０ 

ＦＡＸ
552-

１
１
５
４

　

本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
、
広
報
大
使
「
う
ま
す
ぎ

る
栗
東
大
使
」
に
、
澤
田
真
一

さ
ん
（
本
市
在
住
・
芸
術
家
）

と
田
代
佳
奈
美
さ
ん
（
本
市
出

身
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
）
が

就
任
し
ま
し
た
。
澤
田
さ
ん
は

イ
タ
リ
ア
の
芸
術
祭
「
第
55
回

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
国
際
美
術
展
」
な
ど
世
界
的

に
注
目
さ
れ
、
田
代
さ
ん
は
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
日
本

代
表
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
著
名
人
に
広
報
大
使
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。

広報大使に澤田真一さんと田代佳奈美さんが就任
問
秘
書
広
報
課 

広
報
・
広
聴
係

  

☎
551-

０
６
４
１

  

ＦＡＸ
553-

１
２
８
０

おめでとうございます！叙勲を受けられた皆さん
　

元
公
立
小
学
校
長
。
38
年

間
、
小
学
校
で
「
特
別
活
動
」

な
ど
の
教
育
活
動
に
尽
力
。
問

題
提
起
か
ら
議
論
の
進
め
方
ま

で
児
童
自
身
に
任
せ
、
児
童
の

自
主
性
を
伸
ば
す
教
育
に
傾
注

さ
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち

に
教
え
ら
れ
、
周
り
の
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
た
と
思
い
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
後
は
社
会
や
地
域
の
子
ど
も

た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
お

返
し
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　

高
齢
者
叙
勲
を
受
賞
。
昭
和

58
年
～
平
成
15
年
ま
で
の
５
期

20
年
、
栗
東
町
議
会
議
員
と
し

て
活
躍
。「
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
で
受
賞
し
ま
し
た
こ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
」。 旭日単光章

里内 新多さん
（手原）

澤田さんは、幼少時か
らものづくりに興味を
もたれ、2000年ごろ
より本格的に陶芸活動
を始められました。

「東京オリンピックに
向けて、今年の大会で
結果を出したい。自分
の活躍で栗東をPRし
たいです」

澤田真一さん田代佳奈美さん

瑞宝双光章
川﨑 文男さん

（下戸山）
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■
８
月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い
被
保

険
者
証
を
送
付

　　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
中
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

  

令
和
元
年
８
月
１
日
以
降
は
、
今
お

持
ち
の
被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
の
保

険
料
を
通
知

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
に
、
平
成
31
年
度
の
一
年
間

の
保
険
料
の
額
や
、
お
支
払
い
の
方
法

に
つ
い
て
の
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

◦
平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
率（
年
額
）

　
（
左
表
の
と
お
り
）

　

※
均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
合
計
額
が

　
　

年
間
保
険
料
額
に
な
り
ま
す
。

◦
保
険
料
の
計
算
の
基
に
な
る
の
は
？

　

平
成
31
年
度
の
保
険
料
は
、
平
成
30

年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
ま
す
。

◦
保
険
料
の
支
払
い
方
法
は

　

通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」
の
欄
に
金

額
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
金
額

が
公
的
年
金
か
ら
引
去
り
さ
れ
ま
す
。

「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
の
お
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

■
医
療
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
、

高
齢
者
と
若
者
と
の
世
代
間
で
公
平
に

な
る
よ
う
、
負
担
能
力
を
考
慮
し
、
平

成
31
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
制
度
が
左
記
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

◦
保
険
料
の
所
得
が
低
い
人
へ
の
均
等
割

軽
減
の
軽
減
率
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。

◦
元
被
扶
養
者
の
人
へ
の
均
等
割
軽
減

（
５
割
軽
減
）
が
、
本
則
ど
お
り
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加
入
後
２
年
以
内
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
※
所
得
割
分
は
、

引
き
続
き
か
か
り
ま
せ
ん
。

◦
均
等
割
の
軽
減
範
囲
が
一
部
拡
充
に

な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
案
内
は
、
７
月
に
医
療
保
険

料
額
決
定
通
知
に
同
封
し
て
郵
送
す
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
更
新

◦
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
と
は

　

入
院
時
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

ら
れ
る
と
き
に
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」（
現
役
並
み
所
得
者
の
人
は
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」）」（
以
下
、
限
度

額
証
）
を
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
の

問
保
険
年
金
課 

高
齢
者
医
療
係

　

☎
551-

０
３
６
１ 

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

　

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
522-

３
０
１
３ 

ＦＡＸ
522-

３
０
２
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

窓
口
で
の
お
支
払
い
の
上
限
が
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
非
課
税
世
帯
の
人
は
入

院
時
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◦
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
人
は

 

・
平
成
31
年
度
の
住
民
税
が
世
帯
全
員

　

非
課
税
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

被
保
険
者

 

・
平
成
31
年
度
の
住
民
税
の
住
民
税
課

　

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
６
９
０

　

万
円
未
満
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

の
被
保
険
者

◦
手
続
き
方
法
は

　

平
成
31
（
令
和
元
）
年
7
月
31
日
ま

で
有
効
の
限
度
額
証
を
お
持
ち
の
人

で
、
令
和
元
年
８
月
以
降
も
該
当
す
る

人
に
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
に
同
封

し
て
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き

は
不
要
で
す
。

◦
対
象
と
な
る
人
で
限
度
額
証
を
お
持

ち
で
な
い
人
は

　

被
保
険
者
証
と
印
鑑
（
認
印
で
可
）

を
お
持
ち
の
上
、
保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は

び
わ
色
に
な
り
ま
す
。

区　　分
保険料率

平成30・31年度

被保険者均等割額 43,727円

所得割率 ※ 8.26％

年間保険料の上限額 62万円

※�「所得割額」の計算方法･･･総所得金
額等から基礎控除の33万円を差し引
いた金額×上記の割合
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平成30年度 下半期予算執行状況
　市では毎年２回、財政状況をお知らせしていま
す。今回は、平成30年度下半期（３月31日まで）
の財政状況をお知らせします。なお、年度末まで

に実施した事業の収入や支出などの会計事務は５
月31日まで行うことができます。
問財政課 財政係　☎551-0100　ＦＡＸ554-1123

●一般会計執行状況　※平成29年度からの繰越事業費は含みません

区 分 予 算 額 収入済額 収入率
市 税 129億　571万円 126億2,505万円 97.8%
地方譲与税など 20億3,438万円 20億6,866万円 101.7%
分担金・負担金 3億2,331万円 3億1,280万円 96.7%
使用料・手数料 10億7,660万円 9億7,894万円 90.9%
国 庫 支 出 金 37億　980万円 36億　401万円 97.1%
県 支 出 金 15億　871万円 9億4,112万円 62.4%
財産収入など 15億2,947万円 10億8,698万円 71.1%
繰 越 金 2億5,925万円 4億1,562万円 160.3%
諸 収 入 2億8,765万円 2億7,725万円 96.4%
市 債 12億3,369万円 1,840万円 1.5%

合 計 248億6,857万円 223億2,883万円 89.8%

区 分 予 算 額 執行済額 執行率
議 会 費 1億7,649万円 1億7,295万円 98.0%
総 務 費 26億1,751万円 18億5,530万円 70.9%
民 生 費 87億3,720万円 75億1,634万円 86.0%
衛 生 費 19億5,074万円 14億6,572万円 75.1%
労 働 費 6,331万円 4,987万円 78.8%
農林水産業費 4億888万円 2億6,628万円 65.1%
商 工 費 2億5,782万円 2億2,009万円 85.4%
土 木 費 20億9,533万円 12億9,018万円 61.6%
消 防 費 7億6,550万円 7億3,938万円 96.6%
教 育 費 29億5,406万円 24億8,259万円 84.0%
公 債 費 48億3,173万円 36億1,729万円 74.9%
予 備 費 1,000万円 0円 0.0%

合 計 248億6,857万円 196億7,599万円 79.1%

▼ 歳　入 ▼ 歳　出

地方譲与税など…�地方譲与税、地方交付税、その他
交付金の合算

財産収入など……財産収入、寄附金、繰入金の合算

●特別会計執行状況　※平成29年度からの繰越事業費は含みません

会 計 名 予 算 額 収入済額 収入率 執行済額 執行率
土 地 取 得 6億　672万円 306万円 0.5% 5億7,246万円 94.4%
国 民 健 康 保 険 53億7,098万円 50億9,542万円 94.9% 47億1,700万円 87.8%
後 期 高 齢 者 医 療 6億　211万円 5億7,161万円 94.9% 5億7,481万円 95.5%
介 護 保 険 35億　712万円 30億　600万円 85.7% 31億　925万円 88.7%
墓 地 公 園 527万円 1,039万円 197.2% 414万円 78.6%
大津湖南都市計画事業 栗東新都心土地区画整理事業 8,181万円 278万円 3.4% 7,594万円 92.8%
農 業 集 落 排 水 事 業 3,632万円 666万円 18.3% 3,297万円 90.8%

合 計 102億1,033万円 86億9,592万円 85.2% 90億8,657万円 89.0%

特別会計…�国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や農業集落排水のように受益の程度に応じた事業は、
原則として受益者たちが負担するお金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

●水道事業会計・公共下水道事業会計執行状況

予　算　額 収入・執行済額 収入・執行率

収益的 収入 13億2,433万円 13億1,635万円 99.4%
支出 12億6,934万円 12億2,102万円 96.2%

資本的 収入 5億2,642万円 3億1,622万円 60.1%
支出 13億7,789万円 7億2,056万円 52.3%

予　算　額 収入・執行済額 収入・執行率

収益的 収入 17億1,818万円 17億3,291万円 100.9%
支出 16億2,959万円 15億9,955万円 98.2%

資本的 収入 14億8,564万円 12億9,352万円 87.1%
支出 21億7,269万円 19億1,936万円 88.3%

※水道事業会計・公共下水道事業会計は民間企業のように、その事業の収入で支出を賄う独立採算の企業会計を採っています。
収益的支出は、人件費や物件費など毎年必要な経費、資本的支出は、新しい管の敷設などに必要な経費のことです。

●基金の現在高
財 政 調 整 基 金 11億1,571万円
減 債 基 金 20億2,806万円
東海道新幹線（仮称）びわこ栗東駅建設等整備基金 6億7,210万円
墓地公園等整備基金 3億1,733万円
その他特定目的基金 5億4,041万円
土 地 開 発 基 金 6億   134万円
その他定額運用基金 1,000万円

合 計 52億8,495万円
※市民一人当たり 872,745 円の現在高です

●市債の現在高
一 般 会 計 391億7,815万円
土 地 取 得 特 別 会 計 17億2,915万円
大津湖南都市計画事業 栗東新都心土地区画整理事業特別会計 2億6,736万円
農業集落排水事業特別会計 1億2,330万円
水 道 事 業 会 計 33億3,089万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 160億7,929万円

合 計 607億  814万円

※市民一人当たり 75,977 円の現在高です

＜水道事業会計＞ ＜公共下水道事業会計＞
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住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
税
制
改
正

　

今
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
後
の
住
宅
に

係
る
需
要
変
動
の
平
準
化
の
た
め
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
特
例
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
制
度
の
概
要
は
左
の
と

お
り
で
す
。

問
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
551- 

０
１
０
６ 

ＦＡＸ
551- 

２
０
１
０　

●　現行の住宅借入金等特別控除について、控除期間が 10 年間から 13
年間に延長されます。

●　適用年の 11 年目から 13 年目までの各年の控除限度額は、以下のいず
れか少ない額が適用されます。

　　・住宅借入金等の年末残高（4,000 万円 ※ を限度）× １％
　　・建物購入価格（4,000 万円※を限度）× ２％ ÷ ３

　　　　※長期優良住宅や低炭素住宅の場合
　　　　　…借入金年末残高の上限：5,000 万円
　　　　　…建物購入価格の上限　：5,000 万円

●　入居 11 ～ 13 年目についても、所得税額から控除しきれない額は、
現行制度と同じ控除限度額（所得税の課税総所得金額等の７％（最高
13.65 万円））の範囲で個人住民税から控除します。

●　消費税率 10％が適用される住宅の取得等をして、令和元年 10 月１
日から令和２年12月31日までの間に入居した場合が対象となります。

住宅借入金等特別控除の概要

対　象　者

　
「
受
動
喫
煙
」
と
は
、
人
が
自
分
の

意
思
と
は
関
係
な
く
、
他
人
の
喫
煙
に

よ
り
タ
バ
コ
か
ら
発
生
し
た
煙
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
7
月
の
健
康
増
進
法
の

改
正
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る

施
設
な
ど
の
類
型
に
応
じ
て
、
望
ま
な

い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
取
組
み
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
に
お
い
て
も
、
喫
煙
さ

れ
る
人
は
周
囲
の
人
々
に
配
慮
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
公
共
施
設
に
お
け
る
受

動
喫
煙
対
策
と
し
て
、
す
で
に

・
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
な
ご
や

　

か
セ
ン
タ
ー
）

・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
幼
児
園

・
小
学
校

・
中
学
校

・
児
童
館

・
学
童
保
育
所

・
障
害
児
地
域
活
動
施
設

に
お
い
て
敷
地
内
禁
煙
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
の
法
改
正
を
受
け
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
に
加
え
、
7
月
1

日
よ
り
市
役
所
庁
舎
を
敷
地
内
禁
煙

と
し
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、

受
動
喫
煙
防
止
の
取
組
み
に
対
し
て

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
健
康
増
進
課  

☎
554-

６
１
０
０ 

ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

7
月
1
日
よ
り
市
内
公
共
施
設
の

一
部
が
敷
地
内
禁
煙
に
な
り
ま
す
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問
健
康
増
進
課

　

☎
554-

６
１
０
０　

　
ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

熱
中
症
と
は
、
暑
い
環
境
に
い
る
こ
と

で
、
主
に
水
分
不
足
に
よ
り
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の

調
節
が
で
き
な
く
な
る
症
状
で
す
。

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
、
室

温
や
湿
度
が
高
い
と
熱
中
症
に
な
る
場

合
が
あ
り
、
重
症
に
な
る
と
命
に
か
か

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
室
温
の
調
整
な

ど
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

熱
中
症
を
予
防
し
て
楽
し
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

令
和
元
年
10
月
の
開
園
に
向
け
、
認

可
に
む
け
た
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
開
園
予
定
（
２
園
）
の
概
要

①
仮
称
…
治
田
く
じ
ら
小
規
模
保
育
園

　

住
所
…
栗
東
市
坊
袋
１

　

設
置
・
運
営
主
体
…

　
　
　

社
会
福
祉
法
人
く
じ
ら

　

定
員
…
19
人
（
０
～
２
歳
児
）

②
仮
称
…
ぱ
れ
っ
と
園
た
か
の

　

住
所
…
栗
東
市
高
野
８
０
５

　

設
置
・
運
営
主
体
…

　
　
　

株
式
会
社
ジ
ッ
セ
ン
ト
・
シ
ッ
プ

　

定
員
…
19
人
（
０
～
２
歳
児
）

■
小
規
模
保
育
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お

け
る
地
域
型
保
育
事
業
の
一
つ
で
、
国

や
市
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
市
が

認
可
す
る
施
設
で
す
。

　

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）
は
、
認

可
保
育
所
と
同
じ
金
額
（
世
帯
の
市
町

村
民
税
額
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
金

額
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
入
園
申
込
み
に
つ
い
て

　
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

幼
児
課
窓
口
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
規
模
保
育
の
開
園
予
定

問
幼
児
課 

☎
551- 

０
４
２
４　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

　

夏
は
冷
房
の
使
用
な
ど
に
よ
り
電
力
需

要
が
増
え
る
季
節
で
す
。
特
に
日
中
（
９

時
か
ら
20
時
の
間
）
は
、
家
庭
を
含
む
全

体
の
電
力
需
要
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
な
ど
に
気
を
つ
け
て
健
康
に
無

理
の
な
い
範
囲
で
、
で
き
る
限
り
の
節
電
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
節
電
と
省
エ
ネ
へ
の
工
夫

◦
冷
房
編

　

家
庭
で
の
電
力
消
費
の
大
き
な
要
因

で
す
。
冷
房
温
度
を
抑
え
る
だ
け
で
、

大
き
な
節
電
に
つ
な
が
り
ま
す
。
目
安

温
度
は
28
度
で
す
。
扇
風
機
と
エ
ア
コ

ン
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
と
、
涼
し
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
コ
ン
セ
ン
ト
編

　

使
わ
な
い
部
屋
の
照
明
や
冷
房
は
消
し

ま
し
ょ
う
。
使
っ
て
い
な
い
家
電
も
、
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
待
機
電
力
を
カ
ッ
ト

し
ま
し
ょ
う
。
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
は
、
必

要
な
時
以
外
は
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ス
ダ
レ
・
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
編

　

ス
ダ
レ
で
直
射
日
光
を
さ
え
ぎ
り
、

部
屋
に
風
を
通
す
と
過
ご
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
な
ど
を
窓
や
壁
を
隠

す
よ
う
に
は
わ
せ
て
育
て
る
と
、
温
度

の
低
い
木
陰
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

問
環
境
政
策
課　

環
境
政
策
係

  

☎
551-

０
３
３
６　

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

今
年
の
夏
も
節
電

熱
中
症
を

　

予
防
し
て

　
　

元
気
な
夏
を
！

問
保
険
年
金
課

　

国
民
健
康
保
険
係

　

☎
551-

１
８
０
７

　
ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）
８

月
以
降
、
70
歳
～
74
歳
の
人
に

交
付
す
る
高
齢
受
給
者
証
は
被

保
険
者
証
と
一
体
化
さ
れ
ま
す
。

８
月
に
被
保
険
者
証
の
更
新

を
し
ま
す
の
で
、
新
し
い
被
保

険
者
証
は
、
７
月
中
旬
に
世
帯

主
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し

ま
す
。

◦
70
歳
未
満
の
人
に
交
付
さ
れ

　

る
被
保
険
者
証
に
変
更
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

◦
就
職
な
ど
に
よ
り
社
会
保
険

　

に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
国
民

　

健
康
保
険
脱
退
の
届
出
が
必

　

要
で
す
。

◦
通
常
、
新
し
い
被
保
険
者
証

　

の
有
効
期
限
は
、
令
和
２
年

　

７
月
31
日
で
す
。

国民健康保険被保険者の皆さんへ
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～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

大
津
市
で
発
生
し
ま
し
た
子
ど
も
の

命
が
失
わ
れ
る
と
い
う
悲
し
い
事
故
に

接
し
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
本
市
で
も
関
係
部
局
に
お
け
る
対

応
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、

国
、県
を
含
め
た
関
係
機
関
と
連
携
し
、

必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
台
風
第
18
号
で
大

き
な
被
害
を
受
け
、
復
興
再
建
に
取
り

組
ま
れ
て
い
た
五
百
井
神
社
の
本
殿
・

幣
殿
・
拝
殿
が
完
成
し
、
竣
工
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
次
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
７
月
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯

罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
目
的
で
展

開
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強

調
月
間
」、
ま
た
、
企
業
経
営
者
や
従

業
員
な
ど
が
、
人
権
問
題
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
差
別
の
な

い
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
目
的
で
推

進
す
る
「
企
業
内
公
正
採
用
・
人
権
啓

発
推
進
月
間
」
で
す
。
滋
賀
県
と
の
共

同
で
行
い
、
こ
れ
ら
活
動
に
よ
っ
て
、

犯
罪
や
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

本
市
が
住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
よ

う
、　

今
後
と
も
な
お
い
っ
そ
う
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

よ
り
よ
い
栗
東
市
へ

６月16日 五百井神社竣工祭

保
育
士
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
！

■
保
育
士
就
職
支
援
研
修
会
の
開
催

　

保
育
士
免
許
を
お
持
ち
で
、
保
育
園

現
場
の
就
職
に
興
味
が
あ
る
人
、
就
職

へ
の
一
歩
を
支
援
し
ま
す
。

◦
講
義
開
催
日
時
・
場
所

・
第
１
回　

７
月
３
日
㈬

　
　
「
最
新
の
保
育
事
情
」

・
第
２
回　

７
月
５
日
㈮

　
　
「
子
ど
も
の
怪
我
や
病
気
」

・
第
３
回　

７
月
12
日
㈮

　
　
「
保
育
の
仕
事
に
就
く
心
構
え
」

・
第
４
回　

７
月
17
日
㈬

　
　
「
発
達
に
応
じ
た
か
か
わ
り
」

　

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
～
12
時
、
場

所
は
栗
東
市
役
所
会
議
室
で
す
。

◦
園
体
験
…
７
・
８
月
に
予
定

　

※
保
険
に
加
入
し
ま
す
の
で
、
安
心

　
　

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
費
…
無
料

◦
定
員
…
20
人
（
先
着
順
）

◦
託
児
あ
り
…
一
人
遊
び
が
で
き
る　

　
　

子
ど
も
か
ら

　
　

事
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

◦
申
込
み
…
幼
児
課
ま
で
お
問
合
せ
く

　

だ
さ
い

問
幼
児
課  

☎
551-

０
４
２
４ 

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

メ yoji@
city.ritto.lg.jp

■
就
職
フ
ェ
ア
の
開
催

　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
で
、「
働
い

て
み
た
い
な
」、「
ど
ん
な
働
き
方
が
あ

る
の
か
な
」
な
ど
保
育
園
で
働
く
こ
と

に
興
味
を
お
持
ち
の
人
を
対
象
に
就
職

フ
ェ
ア
を
行
い
ま
す
。
現
場
の
保
育
士

や
採
用
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。　
　
　
　
　

　

話
だ
け
で
も
聞
い
て
み
た
い
と
い
う

人
も
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
…
９
月
15
日
㈰
13
時
～

　

場
所
…
コ
ラ
ボ
し
が
21

　
　
　
　
（
大
津
市
打
出
浜
2
番
1
号
）

※
11
月
中
旬
に
市
内
の
児
童
館
な
ど
で

も
開
催
を
予
定
（
託
児
あ
り
・
無
料
）

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日
、
広

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
案

内
し
ま
す
。
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子 育 て 情 報～キャッシュカードをだまし取る手口に注意！～

令和元年度第２回
滋賀県警察官採用試験募集

問滋賀県警察本部警務課採用係
フリーダイヤル　
　☎ 0120-204-314
　　　（フレッシュ・サイヨー）まで

＜事例＞銀行員を名乗る電話で「元号が変わ
ったのでキャッシュカードの変更が必要」と
言われた。本日、警察官と銀行員をかたる人
が来訪し、警察手帳や銀行の社員証を見せら
れたので本物の警察官と銀行員だと思い込
み、キャッシュカードを渡し暗証番号を伝え
てしまった。

＜助言＞銀行等の金融機関や警察、市役所が
暗証番号を尋ねたり、キャッシュカードや通
帳を渡すように指示することは一切ありませ
ん。電話や訪問されたり、書類が届いたとし
ても絶対に口座情報や暗証番号を教えたり、
キャッシュカード、通帳を渡したりしないで
ください。不審に思われることがあれば、警
察、消費生活相談窓口へご相談ください。

問自治振興課　消費生活相談窓口
　（無料相談）
　　9：15 ～ 12：00　13：00 ～ 16：00
　　☎ 551-0115　FAX551-0432
　滋賀県消費生活センター
　（無料相談）
   　9：15 ～ 16：00
　　☎ 0749-23-0999　

●受験案内・受験申込書の交付
　令和元年７月１日㈪から県内の警察署、
交番などで交付します。

●受付期間
　令和元年８月１日㈭から同年８月30日㈮
まで

●試験日（第１次試験）
　令和元年９月22日㈰

詳しくは、受験案内または滋賀県警察のホ
ームページをご確認ください。

～食事について（好き嫌い）～

問地域子育て支援センター
・大宝東児童館内  ☎ 551-2370  ＦＡＸ 551-2330
・治田西カナリヤ第三保育園内
                         ☎ 553-3907  ＦＡＸ 553-3908
・金勝児童館内     ☎ 558-3527  ＦＡＸ 558-3527
・治田東児童館内  ☎ 554-6115  ＦＡＸ 554-6116

　「うちの子は好き嫌いが多くて・・・」
　そんな悩みをよく耳にしますが、そんな時、子
どもが嫌いなものを無理に食べさせようとしてい
ませんか？
　乳幼児期は「食」に関する楽しい経験を積み重
ねることが大切です。まずは大人が楽しく食べる
姿を見せ、「おいしいね」「たのしいね」というや
りとりや、言葉かけがある食事の経験をたくさん
させてあげましょう。
　食事は楽しいものという経験を積み重ねること
で、食べられなかったものが食べられるようにな
ることがあります。
　その他にも、好き嫌いを少なくしていく方法が
あります。たとえば、
　①一緒に料理をする
　　…食材にふれることで食べ物に親しみができ、
　　　苦手なものでも食べようとする。
　②味や形、調理法を変えて食卓に出してみる
　　…野菜を野菜チップスにする、煮干をおやつ
　　　として出すなど。
　③しっかりお腹が空いたタイミングで食事をする
　　また、成長の過程で咀しゃく力がつくことや、
　　味覚の発達により、食べられるものが増えて
　　いくことがあります。
　そして、何よりも大切なことは、大人が子ども
の好き嫌いを偏食ととらえず、いつかは食べられ
るようになるだろうという大らかな気持ちを持ち
ながら、子どもを温かい目で見守ることです。
　まずは、大人が食べることを楽しんでみましょう！



戦争を映し出す
陶磁器コレクション

　

今
回
は
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で

平
成
30
年
度
に
新
た
に
収
蔵
し
た
陶
磁

器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

  

こ
の
陶
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
明

治
期
か
ら
昭
和
20
年
代
ご
ろ
ま
で
の
も

の
で
、
主
に
戦
争
や
軍
隊
を
テ
ー
マ
に

し
た
図
柄
が
描
か
れ
た
皿
や
茶
碗
、
湯

飲
み
な
ど
の
日
用
雑
器
を
主
体
に
、
軍

人
型
の
貯
金
箱
や
人
形
、
代
用
品
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
目
を
引
く
の
は
、
美
し

い
イ
ラ
ス
ト
や
意
匠
が
施
さ
れ
た
皿

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
皿
は
14
枚

あ
り
、
大
別
す
る
と
表
面
に
イ
ラ
ス

ト
が
描
か
れ
た
絵
皿
と
、
パ
タ
ー
ン

化
し
た
意
匠
を
単
色
で
表
面
に
表
し

た
皿
の
2
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

　

絵
皿
は
、
戦
争
を
想
起
さ
せ
る
絵

柄
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多

く
、
騎
馬
将
校
が
戦
う
背
景
に
日
清

戦
争
の
戦
場
が
描
か
れ
た
も
の
や
、

日
露
戦
争
の
際
に
戦
場
と
な
っ
た
奉

天
を
遠
望
す
る
騎
馬
将
校
を
描
い
た

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
単
色
の
も

の
に
は
日
章
旗
や
旭
日
旗
、
日
本
陸

軍
を
象
徴
す
る
桜
花
な
ど
の
軍
隊
を

想
起
さ
せ
る
紋
様
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
か
く
、
現
代
に
お
い

て
も
皿
な
ど
の
日
用
雑
器
に
は
、
そ

の
時
代
の
空
気
感
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
時
代
末
期
の
バ
ブ
ル

時
代
は
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
ラ
イ
セ

ン
ス
商
品
が
好
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
陶
磁
器
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
日
用
雑
器
が
作
ら
れ
た
時

代
、
日
本
で
は
日
清
戦
争
や
日
露
戦

争
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
そ
し
て
日

中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
、
度

重
な
る
戦
争
を
経
験
し
た
時
代
に
あ

た
り
ま
す
。
皿
に
描
か
れ
た
戦
争
や

軍
隊
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
う
し
た
時
代
の

空
気
感
を
反
映
し
た
も
の
な
の
で
す
。

特
に
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
と
勝
ち

戦
が
続
い
た
時
代
の
も
の
は
、
高
揚

す
る
国
民
の
気
持
ち
が
如
実
に
絵
柄

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

う
し
て
絵
柄
と
な
っ
て
視
覚
化
さ
れ

た
こ
と
で
、
当
時
の
政
府
が
推
し
進

め
た
軍
国
主
義
化
へ
の
賛
同
を
広
め

る
効
果
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

敗
戦
に
よ
っ
て
太
平
洋
戦
争
後
は

戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
直

接
的
な
戦
争
や
軍
隊
を
想
起
さ
せ
る

意
匠
の
陶
磁
器
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。

※
今
回
紹
介
し
た
絵
皿
を
含
む
陶
磁

器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
7
月
27
日

㈯
～
９
月
1
日
㈰
ま
で
、
栗
東
歴

史
民
俗
博
物
館
で
開
催
す
る｢

平

和
の
い
し
ず
え　

２
０
１
９
」
に

て
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問栗東歴史民俗博物館
　☎ 554-2733　ＦＡＸ 554-2755

149

①日清戦争の一場面を描いた皿
②日露戦争の一場面を描いた皿

①②
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問
幼
児
課　

　

☎
551-

０
４
２
４　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
16

　

園
で
は
、
誕
生
日
を
迎
え
る
園

児
を
祝
う
誕
生
会
を
毎
月
行
っ
て

い
ま
す
。

　

園
児
は
、
友
達
や
保
護
者
か
ら

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
と
声

を
か
け
て
も
ら
う
と
「
あ
り
が
と

う
」
と
素
敵
な
笑
顔
で
応
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
「
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
抱

き
し
め
ら
れ
る
姿
は
、
み
ん
な
の

心
が
ほ
っ
と
温
ま
る
瞬
間
で
す
。

　

園
で
は
、
12
か
条
に
あ
る
「
あ

り
が
と
う
の
言
葉
を
大
切
に
」
を

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
実
践
し
、
う

れ
し
い
気
持
ち
や
優
し
い
気
持
ち

を
素
直
に
表
現
で
き
る
子
育
て
を

保
護
者
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

《治田西幼児園》「ありがとう」の言葉を大切に

上記の写真のカードは誕生
児が絵を書き添え、保護者
へ感謝をこめてプレゼント
するものです。



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

13 広報りっとう　2019. ７. １　No.966 忘れないで「多様性」、　無視しないで「人間性」　
～2018年度 21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

　三輪タイヤは、トラック・バス・建設機械など
の大型車両を中心にタイヤ販売、タイヤメンテナ
ンスを主な事業として活動しています。

　タイヤの販売やメンテナンスは、タイヤサービ
スカー（出張作業車）を積極的に活用し現地でタ
イヤ交換を行うなど、一歩先を行くサービスを心
がけています。
　今般、「タイヤだけでなくトラックの整備や修
理も一括してやってもらいたい」という要望にお
応えし、栗東営業所隣地に近畿運輸局認証整備工
場（認証番号：近運整認滋 1751 号）トラック
ラボを開設しました。トラックラボはトラック・
バスなどが整備できるイ認証資格を取得していま
す。また、生産性向上特別措置法に基づく先端設
備として当市の認証を受けて、有効長 13 ｍの大
型塗装ブースを導入、整備から修理まで対応でき
る体制が整いました。
　タイヤ販売はもとより、整備 ･ 修理の技術を磨
き、ワンストップメンテナンスの完成を目指し努
力を重ねていきます。

今月のキラリ★企業
株式会社三輪タイヤ　栗東営業所
■住所…林430-1　☎554-9191　ＦＡＸ554-9292
■ホームページ…http://miwa-tire.com

出張作業車

今月のうますぎ★ブランド れています。
　三浦さんの「ナス」は、環境にやさしい生産方
式で育てられています。心をこめて笑顔を絶やさ
ず大切に育てられた「ナス」は、食べたら「やさ
しさを感じる」のではないでしょうか。
　三浦さんのナスは、市内直売所や市場を通じて
県内スーパーで販売されています。
　最初の出荷は７月末まで、次の「秋ナス」は９
月から収穫出荷されます。

　「栗東ナス」は、過去にはブランドナスとして
市場で引き合いが多くありましたが、近年は出荷
がされていませんでした。しかし、栗東農業の担
い手である三浦さんが新たにナスの栽培を始めら

問農林課・農政係
　☎551-0124　ＦＡＸ551-0148

栗東のナス
生産者、三浦雅博さん
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イ
ン
バ
ー
タ
発
電
機
を
寄
贈

5月27日（市役所）
　滋賀県電気工事工業組合より、災害時資
機材としてインバータ発電機1台を寄贈い
ただきました。発電機は災害時、緊急時な
どのエネルギー源として有効に活用させて
いただきます。

な
か
よ
し
生
活
展
Ⅵ
を
開
催

５月13日～25日（第二栗東なかよし作業所）
　今年６回目となる「なかよし生活展」を
開催。利用者の絵画・陶芸・刺し子などの
作品が展示されました。世界的に活躍する
澤田真一さんの作品も展示され、来場者は
障がいのある人が表現する「個性あふれる
世界」にふれる機会になりました。
　

５月19日（東方山安養寺）
　「安養寺マルシェ vol. ６」が開催され、
ハンドメイド雑貨やカフェの出店、おいし
い食べ物など約40店舗が集まりました。境
内と観音堂にお店が並び、来場者はお気に
入りのものを探して、一味違ったお寺のマ
ルシェを堪能しました。

５月 30 日（市役所）
　2015年に開校し、第４期目
を迎える今年は、対象年齢を広
げ、カリキュラムをリニューア
ル。新たな人とつながり、地域
でより充実した人生を過ごせる
ように皆さんの学びがスタート
します。

100 歳大学
第 4 期生入学式

お
寺
に
集
ま
る
マ
ル
シ
ェ

一
緒
に
楽
し
く
！
野
球
教
室

５月23日（金勝地域）
　金勝学区地域振興協議会ふれあいサロン
事業で毎月２回、高齢者の健康維持と地域
の絆を深めるため「シニア野球教室」が開
催されています。練習では、初心者から経
験者まで約20人が声を出し合い、和やかな
雰囲気の中で心地よい汗を流しました。
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

６月５日（なごやかセンター）
 「栗東市親子のよい歯のコンクール」を開催し、親子21組

が参加しました。最優秀賞を受賞したのは、「歯磨きを習慣
づけることが大切だと思います」という、大橋凛斗ちゃん・
宏菜さん親子。お二人は７月上旬に行われる県大会に出場予
定です。

親子のよい歯のコンクール

６月２日（JA栗東市 田舎の元気や）
　「栗東市消防操法披露会」「消防フ
ェア」が開催されました。消防操法披
露会では、栗東市消防団第１分団から
第４分団の小型ポンプ操法、マロンフ
ァーストレディース分団の軽可搬ポン
プ操法で日ごろの訓練の成果を披露し
ました。消防フェアでは、子どもたち
が楽しめる消防車両の見学や煙中体
験、消防音楽隊の生演奏などがあり、
多くの家族連れで賑わいました。

５月14日（大宝西コミュニティセンター）
　大宝西学区民生委員児童委員協議会が、
高齢者の閉じこもり予防や介護予防のため
に開催している「大宝西リフレッシュ健康
教室」が10年目を迎えました。
　教室に通うと地域の人との出会いがあ
り、みんなで楽しく体操することで、心も
体も元気にリフレッシュできました。

消防訓練の披露会
消防フェア

体を動かして、楽しく
リフレッシュ！
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★輝く栗東人
「栗東100歳大学」卒業生の活動拠点

■
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

1
０
０
歳
大
学
で
、
健
康
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
今
後
の
人
生
の

生
き
方
を
学
び
ま
し
た
。
入
学
者
は

「
老
後
に
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
」、

「
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
」
と
考
え

て
い
る
人
が
多
く
、
皆
さ
ん
の
学
ぼ
う

と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
も
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
持
ち
、
健
康
な
毎
日
を
送

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
と
、

認
知
症
予
防
に
良
い
と
さ
れ
、
ゲ
ー
ム

本
来
の
面
白
さ
を
追
求
し
た
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
始
め
ま
し
た
。

　

手
持
ち
の
牌は

い

の
役
づ
く
り
に
頭
を
使

い
、
牌
を
並
べ
る
な
ど
で
指
先
を
使

い
、
適
度
な
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。
明
る
く
楽
し

く
勝
負
を
競
い
合
い
、
認
知
症
予
防
、

老
化
防
止
と
い
う
観
点
で
、
近
年
シ
ル

バ
ー
世
代
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

■
活
動
内
容
は
？

１
０
０
歳
大
学
卒
業
生
（
２
８
会
）

を
中
心
に
、
金
勝
に
あ
る
事
務
所
を
活

動
拠
点
に
し
て
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

活
き
活
き
百
歳
体
操
、
手
芸
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
忘
年
会
、

納
涼
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
年
数
回
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
笑
っ
て
楽

し
く
過
ご
せ
る
憩
い
の
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

■
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
す
る
の
は
初
め
て

の
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
す
が
、
み
ん

な
で
教
え
合
い
な
が
ら
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
歳
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
、「
健
康
」
で
心
豊
か
な

老
後
を
過
ご
す
た
め
に
こ
れ
か
ら
も

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
１
０
０
歳
大
学
卒
業
生
２
８
会
）

気の合う仲間との楽しい時間に、皆さんの笑顔があふれて
います。

　平成28年９月、「栗東100歳大学」卒業生の１期生（28
会）が、脳の活性化に良いとされる健康マージャンを始
め、現在、参加者は16人で、地域の人も参加しています。
金勝の事務所で、毎週金曜日に13時から16時まで活動し
ています。

健康マージャン（卒業生 2
に

8
はち

会
か い

主催）


